
消防防災ア･ラ･カルト６

救 助 活 動 件 数

第６回目の今回は「救助活動件数」と題し

て，消防本部における救助活動件数，救助人

貝数等を人口規模別，あるいは過去５年間に

おける推移を見ながら紹介してみることにす

る。

今回のデータは全て自治省消防庁による昭

和60年度から平成元年度における救助業務実

施状況調からのものである。

集計に当たっては消防本部をその管轄地域

（受託地域を含む）の人口等により４グルー

プに分けた。

表１にそれぞれのグループについての救助

隊の設置状況を示す。ここでいう救助隊とは

自治省令第３条の規定による救助隊のことで

ある。平成元年４月１日現在，全国で救助隊

を設置している消防本部は，931 消防本部の

うち777 本部で，約83 ％の設置率となってい
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る。グループ別にみると，人口10万人以上及

び政令指定都市において高く，それぞれ約

99％，100 ％となっている。

また，救助隊は全国に1,293 隊設置されて

おり，このうち，約28 ％に当たる365 隊が専

任救助隊である。救助隊員数は，17,591 人で

このうち，専ら救助活動に従事する専任救助

隊員は5,056人となっており,専任率は約29 ％

である。救助隊，救助隊貝ともに人口10万人

以上及び政令指定都市グループにおいてその

専任率は高く，救助隊の専任率でそれぞれ約

41％，約51 ％，救助隊貝の専任率ではそれぞ

れ約40 ％，約57 ％である。

表２に昭和63年中の救助活動件数，事故種

別構成比及び人口１万人当たりの救助活動件

数を，表３に同じく昭和63年中の救助人員，

事故種別構成比及び人口１万人当たりの救助

表１　救助隊の設置状況 (平成元年４月１日現在)

区　分 本部数 救助隊設置

本部敗

設置串

(％)

救助隊数

(隊)
うち専任
救助隊数

専任率
(％)

救助隊員敵
(人)
うち専任
救助隊員数

専任率
(％)

人口５万人未満 ３６３ ２５０ ６９ ２６５ ４
2

３，５５７ ５３ １

人口５万人以上
１０万人未満

２８５ ２４７ ８７ ２７４ ２９ 11 ３，８５５ ３９６ １０

人口１０万人以上 ２７２ ２６９ ９９ ５２５ ２１５ ４１ ６，９２５ ２，７４５ ４０

政令指定都市 11 11 １００ ２２９ １１７ ５１ ３，２５４ １．８６２ ５７

全岡 ９３１ ７７７ ８３ １．２９３ ３６５ ２８ １７，５９１ ５，０５６ ２９
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人貝を示す。調査に当たって対象とした救助

活動は,次のいずれにも該当するものである。

（1）火災，災害又は事故により発生したもので

あること，（2）要救護者の存在が予想され，し

かも，その生命又は身体に現実の危険が及ん

でいるものであること，（3）緊急に被害者を人

力，機械力，器具等を用いて安全な場所に救

出する必要があるものであること，（4）消防機

関が行ったものであることであり，直接人命

救助を伴わない警戒活動，危険物排除活動等

及び死体捜索は調査対象から除外している。

さらに，「火災」とは火災現場において，直

接火災に起因して生じた事故，「交通事故」

とは全ての交通機関相互の衝突及び接触又は

表２　救助活動件数

単一事故若しくは歩行者等が交通機関に接触

したこと等による事故，「水難事故」とは水

泳中の溺者又は水中転落等による事故，「自

然災害」とは暴風，豪雨，豪雪，洪水，高潮，

地震，津波，噴火，雪崩，地すべりその他の

異常な自然現象に起因する災害による事故。

「機械事故」とはエレベータ，プレス機械，

ベルトコンベアーその他の建設機械，工作機

械等による事故，「建物事故」とは建物，門，

棚，へい等の建物に付帯する施設又はこれら

に類する工作物の倒壊による事故，建物等内

に閉じ込められる事故，建物等に狭まれる事

故，「その他」とは上記事故以外の事故等で，

消防 機関による救助 を必 要とした事故をい

(昭和６３年中)

区　分

人口１万人当たり
の救助活動件数

(件)
救助活動件数

( 件)

構成比（％）
火災　 交通　 水雛　 自然　 機械　 建物　　その

事故　 事故　 災害　 事故　 事故　 他

人口５万人未満 １，８５５ ６　　６２　　　９　　　２　　　５　　　２　　１４ １．５

人口５万人以上
１０万人未満

２，８５９ ９　　６６　　　５　　　１　　　３　　　２　　１３ １．４

人口１０万人以上 ８．４３４ ２９　　４８　　　４　　　１　　　４　　　３　　１０ １．４

政令指定郁市 ６，６６１ ３９　　３２　　　３　　　０　　　４　　　９　　１４ ２．４

全国 １９，８０９ ２７　　４７　　　４　　　１　　　４　　　５　　１２ １．６

表３　救 助 人 員 (昭和６３年中)

区　分

人口１万人当たり
の救助人辰
(人)

救助人鰔

(人)

構成比（％）
火災　 交通　 水雛　　自然　 機械　 建物　 その

事故　 串故　 災害　 事故　 事故　 他

人口５万人未満 ２，２１１ １　　７１　　　６　　　４　　　４　　　１　　１２ １．７

人口５万人以上
１０万人未満

３，２２６ ３　　７３　　　４　　　４　　　３　　　２　　１０ １．６

人口１０万人以上 ７．３５７ ５　　６７　　　５　　　２　　　６　　　４　　11 ｌ．２

政令指定都市 ５，３８９ ６　　５６　　　３　　　０　　　７　　１２　　１７ １．９

全国 １８，１８３ ５　　６５　　　４　　　２　　　６　　　６　　１３ １．５
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う。

全国で，救助活動件数は19,809 件，人口１

万人当たりの救助活動件数は1.6件，救助人

貝は18,183 人，人口１万人当たりの救助人員

は1.5 人となっている。人口１万人当たりの

活動件数については，政令指定都市が2.4 件

と特に高く，他のグループは全て全国平均以

下である。人口１万人当たりの救助人員につ

いては，政令指定都市の1.9 人に次いで人口

５万人未満が1.7 人，人口５万人以上10 万人

未満が1.6 人と全国平均を上回っている。

事故種別にみると，交通事故が妓も多く，

活動件数で約47 ％,救助人員で約65 ％である。

火災については活動件数で約27 ％と交通事故

に次ぎ高い割合になっているが，救助人員を

みると約５％と機械事故（約６％），建物事

故（約６％）よりも低い割合になっている。

これは，火災時に救助隊員の誘導に従って自

力で脱出した者の数は「救助人員」に含めて

おらず，「活動件数」にのみ計上しているた

めであろう。また，人口規模別に活動件数を

みると，どのグループにおいても火災と交通

事故で全体の約70 ％前後を占めているが，人

口５万人未満及び５万人以上10万人未満のグ

ループでは交通事故の占める割合が約62 ％及

び約66 ％と高く，10万人以上のグループでは

約48 ％，政令指定都市では約32 ％と火災約

39％より低い割合になっている。

表４　過去５年間の救助活動件数の推移

区　分 救助活動件敗

(件)

構成比（ ％）

火災　 交通　 水雛　　自然　 機械　 建物　 その
事故　 事故　 災害　 事故　 事故　 他

昭和５９年 １５，８２６ ３２　　４２　　　５　　　１　　　４　　　４　　13

昭和６０年 １６，６２５ ３０　　４２　　　５　　　１　　　４　　　４　　１３

昭和６１年 １８，０７９ ３０　　４２　　　５　　　２　　　 ４　　　４　　１３

昭和６２年 １ ８， ５０１ ２８　　４５　　　４　　　１　　　４　　　５　　13

昭和６３年 １９，８０９ ２７　　４７　　　４　　　１　　　 ４　　　５　　１２

表５　過去５年間の救助人員の推移

区　分 救助人員
(人)

構成比（ ％）
火災　 交通　 水雛　　自然　 機械　 建物　　その

事故　 事故　 災害　 事故　 事故　 他

昭和５９年 １ ３， ６９０ ７　　６３　　　５　　　１　　　６　　　５　　14

昭和６０年 １４，６１８ ５　　６２　　　５　　　２　　　６　　　５　　１４

昭和６１年 １８，９１８ ５　　５３　　　４　　１７　　　５　　　４　　１２

昭和６２年 １ ７， ５２８ ５　　６２　　　４　　　３　　　６　　　６　　１４

昭和６３年 １８，１８３ ５　　６５　　　４　　　２　　　６　　　６　　13
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表４に過去５年間の救助活動件数の推移

を，表５に救助人員の推移を示す。活動件数

については表に示すとおり年々増加の傾向に

あり，特に昭和61 年以降の交通事故における

救助活動件数の増加が顕著である。昨年11月，

交通事故による死者の急増に対し政府は「非

常事態宣言」を出したが，この救助活動件数

の推移からも，いかにここ数年の交通事故件

数の増加が著しいものであるかが窺える。

一方，救助人員をみると，救助活動件数同

様年々増加の 傾向 であ るが， 昭和61 年が

!8,918人と昭和63年の18,183 人を上回った値

になっている。しかも，自然災害が約17 ％と

他の年に較べ著しく高い値である。これは昭

和61年８月，東海，関東，東北の各地に記録

的な豪雨をもたらした台風10号崩れの熱帯低

気圧によるものである。この豪雨による被害

は16都県におよび，死者，行方不明者のほか

多数の重輊傷者を出し，浸水家屋は床上，床

下合わせて約82万棟にのぼった。河川のはん

らんにより孤立した集落に対しヘリコプター

が出動，多数の住民を救助するなど，この災

害による救助人貝はかなりの数にのぼった。

最後に，各人口規模グループごとの人口１

万人当たり救助活動件数の上位５本部（政令

指定都市は３本部）を表６～表９に示す。

表６　人口５万人未満の対人口救助活動件数上位５本部 (昭和６３年中)

消防本部名 人　口
人口１万人当
たりの救助活
勤件数（ 件）

構成比（ ％）

火災　 交通　 水雛　　自然　 機械　 建物　　その
事故　 事故　 災害　 事故　 事故　 他

西和消防組合
( 奈良県)

１３，160 ９．１ ０　　５８　　２５　　　０　　　０　　　 ０　　１７

釧路北郎消防組合

( 北海道)

２ ３， ４２９ ８．１ ７４　　２１　　　５　　　０　　　０　　　 ０　　　０

菊池広域行政組合
(熊本県)

３ ９， ７３９ ５．８ ７０　　　９　　　４　　　０　　１３　　　 ０　　　４

金武地区消防組合
(沖縄県)

２ ２， ６８７ ５．７ ０　　７７　　２３　　　０　　　０　　　 ０　　　０

藤原町消防本部
( 栃木県)

１６，２５９ ５．５ ０　　４４　　２２　　　０　　11　　　０　　２２

表７　人口５万人以上10万人未満の対人口救助活動件数上位５本部　　 （昭和６３年中）

消防本部名 人　口
人口１万人当
たりの救助活
勅件数（ 件）

構成比（％）

火災　 交通　 水雛　　自然　 殿械　 建物　　その
事故　 事故　 災害　 事故　 事故　 他

伊東市消防本部
(静岡県)

７ ０，１９５ ４．６ ３８　　２８　　　９　　　０　　　 ０　　　０　　２５

寄居地区消防組合
(埼玉県)

５４，３６２ ３．９ ０　　７６　　　 ０　　　０　　１４　　　５　　　５

搾久井郡消防組合
(神奈川県)

６ ３． ７３９ ３．８ ０　　５８　　　０　　　４　　　 ０　　　４　　３３

千歳巾消防本部
(北海通)

７３，６１０ ３．７ ４　　８１　　　０　　　０　　　 ０　　　０　　１５

萩市消防本部
( 山口県)

５ ２． ７４０ ３．６ １６　　７４　　　０　　　０　　　 ０　　　５　　　５

-
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表８　人口10万人以上の対人口救助活動件数上位５本部 (昭和６３年中)

消防本部名 人　口

人口 １万人当

たりの救助活
動件敗（ 件）

構成比（ ％）
火災　 交通　 水雛　　自然　 機械　 建物　 その

事故　 事故　 災害　 事故　 事故　 他

四日市市消防本部
( 三重県)

２６３．００１ ４．４ ３３　　５５　　　３　　　０　　　２　　　 ０　　　７

徳山市消防本部
( 山口県)

１１２，６３８ ４．３ ７７　　１７　　　４　　　０　　　０　　　 ０　　　２

小山市消防本部
( 栃木県)

１５３，２２５ ４．２ ５５　　３５　　　２　　　０　　　２　　　 ２　　　５

松阪地区消防組合

( 三重県)

１７７，７２４ ３．７ ４２　　４５　　　３　　　０　　　２　　　 ０　　　８

宇城広域消防組合
( 熊本県)

１３６，５２２ ３．７ ６２　　２８　　　０　　　２　　　 ４　　　０　　　４

表９　政令指定都市の対人口救助活動件数上位３本部 (昭和６３年中)

消防本郎名 人　口
人口１万人当

たりの救助活
動件数（ 件）

構成比（％）
火災　 交通　 水雛　　自然　 機械　 建物　 その

事故　 事故　 災害　 事故　 事故　 他

札幌市消防局 １，５４２，９７９ ４．４ ３４　　２３　　　２　　　 ０　　　２　　　５　　３４

神戸市消防局 Ｉ，４１０，８４３ ２．９ ４６　　１９　　　４　　　０　　　５　　　６　　２０

東京消防庁 11，６３４，９３１ ２．７ ２９　　４１　　　２　　　 ０　　　３　　１３　　１２

“防 災 安 全 中 央 研 修 会 ”の お し ら せ

(主　　 催　 消防科学総合センター．共　　 催　自治省消防庁)

・開 催 日　平成２年７月26日（木）・27日（金）

・会　　場　 ニッショーホール（東京都港区虎ノ門，日本消防会館内）

・受 講 者　地方公共団体の防災消防関係職員等

・申込期日　６月11 日（各都道府県庁経由）

（その他研修課目等，詳細については，都

県の防災消防主管課にお問い合せ下さい

-
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